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地域医療部部講習会

日時:平成28年12月17日(土) 午後３時～午後５時30分

場所:十勝歯科医師会館講堂

講師:植田耕一郎先生（日本大学歯学部摂食機能療法学講座教授）

　「かかりつけ歯科医」「訪
問診療」「在宅支援」「摂食
嚥下リハビリテーション」「介
護予防」などのキーワードが
ますます重要視されていく
なか、診療室を核にした「か
かりつけ歯科医」の責務を全
うするためのポイントについ
てご講演いただいた。なか
では①「かかりつけ歯科医」の在宅支援の考え方と手法、②診
療室で実施する、診療室から始まる摂食機能療法と訪問診療、

③21世紀の超高齢社会にむけての健康感について話され、瞬
きも許さないマシンガントークで聴衆を引きつけた。会場では
植田先生の著書『長生きは「唾液」で決まる！』の臨時即売も行
われ、多くの参加者が購入されていた。（斎藤恒夫 記）
十勝歯科医師会新年交礼会

日時:平成29年1月7日（土） 午後5時～午後7時

場所:北海道ホテル

　大滝専務の司会のもと栗原副会長の開式の言葉、小林会長
の挨拶から始まった。来賓の紹介後，米澤帯広市長、中川郁
子衆院議員からご挨拶を戴き、毎年の恒例となった十勝町村
会長の高橋本別町長による乾杯の音頭で祝宴となった。厚生

部は今年も楽しい企画をしたが、圧巻は部員による「江差餅つ
き囃子」で、最後は来賓によって餅つきされ参加した全員に振
舞われた。祝賀の宴は佐藤十勝歯科技工士会長の万歳三唱
後、加藤副会長の閉式の言葉で締め括られた。（田中早苗 記）
保険講習会

日時:平成２９年１月１４日（土）  午後５時～午後７時

場所:十勝歯科医師会館講堂

講師:田辺 隆先生（全国保団

連副会長）

　全国保団連副会長の田
辺隆先生をお招きして「診
療報酬改定後の整理・再
検討」・「カルテ記載のポイ
ント」と「個別指導対策」と題
して保険講習会が開催され
た．平成28年度保険改定
後の保険請求において、効率的かつ効果的に増点に繋がる請
求方法を解りやすく解説して頂いただいた。また、後半では個
別指導の現状と対策についてもお話し頂き、たいへん好評で

あった。 （斎藤恒夫 記）
歯科医療従事者リフレッシュセミナー

日時:平成２９年１月２８日（土）午後４時から午後５時30分

場所:十勝歯科医師会館講堂

講師:林　佳奈子 先生（帯広コア専門学校講師）

演題:「相手に伝わるマナー講座」

　コンビニより多い歯科医院が，選ばれる歯科医院になるため
に大きなウエイトを占めている「接遇力」、「マナーとは」からはじ
まりホスピタリティーの重要性、接遇の基本としての身だしなみ
や言葉遣いの間違い探し、挨拶の仕方、実際の患者さんを想
定した電話応対のポイント
など，ご自身の経験を交え
て分かりやすくご講演いた
だいた．歯科衛生士、助手、
受付を含め20名の参加があ
り，接遇を通して普段の診
療における我々の対応を再
考する良い機会になった。 
 （斎藤恒夫 記）

地区代表者情報交換会

日時:平成29年１月21日（土） 午後３時より

場所:ＡＮＡクラウンプラザホテル釧路

　地区代表者情報交換会が伊藤理事、髙田理事司会のもと、
地区代表者21名参加で行われた。大島副会長の開会の挨拶
で始められ、以下の協議事項について話し合われた。
今年度の協議事項として
１、在宅歯科医療連携室事業について
２、フッ化物洗口の進捗状況について
３、各地域での保健活動と自治体との連携について
４、北海道警察釧路方面本部事業所健診について
         （釧路市、根室市、厚岸町）
５、歯科衛生士の雇用状況と歯科技工士との取引状況につい
て
６、その他
以上６項目について、協議された。
１、在宅歯科医療連携室事業については事前質問もあり、窪
田理事から改めて説明をした。
２、フッ化物洗口の進捗状況については、長内理事から書面
による報告があった。また、前 担当理事の大澤 阿寒地区代
表から、経過状況の補足説明をしていただいた。
３、釧路歯科医師会で髙田理事から今年度の事業報告の後、

各地域での保健活動について各自治体との連携についての、
各地区代表者から報告があった。
４、北海道警察釧路方面本部事業所健診について（釧路市、
根室市、厚岸町）
高田理事から報告があった。
５、歯科衛生士の雇用状況と歯科技工士との取引状況につい
て
伊藤理事から、釧路歯科技工士会 清水会長の紹介があり、歯
科技工士が抱える課題について以下の内容で、資料を基に説
明があった。
・経済問題、環境整備問題、歯科技工士会の組織率低下問題
伊藤理事から、釧路地区技工士における地域での活躍の場を
広げるよう呼びかけを行った。
歯科衛生士の雇用問題については、伊藤理事から今年度の歯
科医師会での歯科衛生士ガイダンス事業活動報告があった。
６、その他として
・幼稚園、保育園における歯ブラシの一括管理に関して
長内理事から書面説明があり、前担当理事の大澤阿寒地区代
表から補足説明があった。

各地区代表者により地域における医療活動における、問題点
など活発な意見と質問をいただき、話し合いが行われた。
最後に中谷会長の総括の後、辻 副会長の挨拶で閉会した。
今後も連絡を密に、地域医療の質の向上に努めていきたいと
考えている。 （髙田敬万 記）
新年交礼会

日時:平成29年１月21日（土）

場所:ANAクラウンプラザホテル釧路

　平成29年新年会が、岡田実継 専務理事の司会で開催され
た。開会にあたり当会会員 林田定昭 先生の奥様で花柳流日
本舞踊師範の花柳寿芳久（じゅほひさ）様による祝舞でお祝い
いただいた後、大島尚久副会長による挨拶で開会しました。
新年の挨拶が中谷洋司 会長からあり、「在宅歯科医療を通じ
て、ますます多職種との連携が必要であると述べられ、今年
の干支にちなんで鳥の様に羽ばたいて素晴らしい１年になりま
す様に」とご挨拶いただいた。
　来賓を代表し、釧路市長 蝦名大也 様からも「フッ化物洗口
など地域と歯科医師会の連携をますます深めましょう」とご挨拶
いただいた。また、釧路市医師会会長 久島貞一 様からもご祝
辞をいただいた。新入会員紹介の後、祝杯の挨拶を釧路薬剤

師会会長 田中和紀 様よりいただき、宴が始まった。
　余興では、三本和宏 先生が作成した釧路地域のことや釧歯
会に関係するクイズを佐藤宏幸 先生の司会で行いました。
　万歳三唱を釧路歯科技工士会会長の清水 寛 様より賜り、
閉会の辞をトランプ大統領に扮した辻 浩人 副会長の挨拶で閉
会となった。 （岡田泰宏 記）

岩見沢市三師会新年交礼会

日時:平成29年１月31日（火） 午後７時より

場所:ホテルサンプラザ

　恒例の三師会交礼会が62名の出席者により行われた。国
会期間中のスケジュールをやりくりして駆けつけた渡辺孝一衆
議院議員は国の財政難とその克服について、松野 哲 岩見沢
市長は「守る健康、作る健康、繋ぐ健康」をスローガンに現在
取り組んでいる政策、市に新たに創設する多職種連携部会に
ついて、昨年７月に代表になられた岩見沢市薬剤師会 水島久
美 会長は医療従事者の連携についてそれぞれ強く訴え、他に
も２か月後に迫った医療介護の同時改定を意識した挨拶が多
かったようだ。乾杯の後はPerfomer☆KEITAによる大道芸で

大いに盛り上がった。 （久恒泰宏 記）

野球部運営会議

日時:平成29年２月１日（水） 午後８時より

場所:岩歯事務所

　Ｂチームで昨年まで大活躍していた小林由美 投手が札幌へ
転出した「コバヤシショック」の影響が大きく、野球大会予備登
録締切が近づいても、Ｂチームだった先生からの申込みが僅
かしか集まらず、２チーム編成が非常に困難になってしまった。
そこで会員にSOSを発信しつつ、自分ではもう引退したつもり
の？先輩諸氏にあの手この手で強引にお願いしたりしながら、

幹部による緊急会議の開催を決定。関係各位の努力により、
締切３日前になって何とか２チームで出場できることになった
が、役員人事、チーム編成の概要、練習、予算について話し合っ
た。来年以降も緊張の連続である。猛吹雪の中、遠くからか
けつけてくれたＡチーム石井真生マネージャーに感謝したい。 
 （久恒泰宏 記）
社保講習会・デンタルタウンミーティング・

道央北ブロック役員連絡評議会

日時:平成29年２月４日（土） 午後２時から午後６時

場所:ホテルサンプラザ

　道歯 中川英俊常務理事による社保講習会、道歯 藤田一雄 
会長・髙橋雅一 副会長・大西良近 専務理事を招いたデンタ
ルタウンミーティング、山下史生 弁護士・伊藤絢子 弁護士・
損保ジャパン 佐藤庸彰 氏を招いた道央北ブロック連絡協議会
を同時開催した。
テーマを決めて歯科医師会役員間で協議するのが通常の道央

北ブロック役員連絡協議会だが、今回は趣向を変えて医療管
理講習会を行い、役員のみならず岩歯会員にも開放して聴講
していただいた。結果として、歯科医師会間での話題提供や
意識の向上につながり、会員にも最近の傾向と対策をしっかり
伝えることができたのではないかと感じる。
中川常務理事による社保講習会も、違った視点からの注意点
を教わることができ、非常によくまとめられたお話で有意義な
100分だった。長時間になってしまったが内容的には非常に充
実していたのではないかと思われた。 （久恒泰宏 記）
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三師会新年会で政連講演

日時:平成29年１月20日(金)

場所:ホテルスエヒロ

　本年度の三師会は、美歯会が幹事当番なので政連担当の
私が、高橋日歯連会長が、昨年９月の道歯連デンタルミ－ティ
ングで行った「増大していく国民医療費に歯科ができること」と

題した講演を、かいつまんで紹介した。
内容は今日的で、さすが高橋理事長。国民に対し、会と連盟
がアピールしなければならない要素をわかりやすくまとめて発
信されており、当会では即、当会HPのトップペ－ジに掲載し、
広く市民の皆様の閲覧に供している次第です。
　歯科口腔の健診が、高齢者の全身把握、管理に対し、特に
重要であることが解明されており、おりしも北海道広域連合主
体の後期高齢者の歯科健診事業を本年度より当美唄市でも導
入するにあたり、市との折衝役という重大な役割をしてくれた
美唄市議 川上美樹 先生（メロディ－歯科所属）にも、そのご苦

労をお話いただき、もって、このたびの一連の当会の講演とさ
せていただいた。
　自治体に歯科医師会のみならず医師会、薬剤師会等医療福
祉介護の分野の要望を（もちろん、それは今風に言えば市民
ファ－ストの代弁としてのものであり）反映していくために今後
とも、大いにご活躍を期待しているところです。
　何事も百里の道も一歩からであり、少しずつの歩みではある
がさらに暮らしやすい自治体歯科行政となることを願っている。
当地区選出元道議 柿木克弘 先生がご尽力の北海道歯・口腔
8020推進条例、全道先がけての受動喫煙防止条例制定の流

れを組むものである。 (小森英世 記)美唄
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